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の消去において中心的な役割を担 う抗酸化酵素のひとつであり,スーパーオキシ ド(02~) を過酸化水素





































































性となり,SCE頻度の上昇とAPサイ トの増加が観察された｡また,APM (アスコルビン酸 リン酸エス
テルマグネシウム塩)を培地に添加した結果,soDl枯渇による細胞の致死性,scE頻度の上昇とAPサ
イ トの増加などの表現型がAPMの添加によって抑制された｡さらに,細胞内soDlの枯渇による表現
型は,核移行シグナルを付加したsoDlによってある程度相補されたが,核外輸送シグナルを付加した
soDlではほとんど相補されなかった｡一方細胞内soD2の枯渇は細胞の増殖に影響を与えず,scE頻
度とAPサイ トに変化は観察されなかった｡以上の結果により,核局在 soDlが主にゲノム安定性の維
持に関わっている可能性が強く示唆された.論文提出者は以上の内容を原著論文 (Inoueet.al.,Journalof
NucleicAcids,2010,ArticleID795946)として発表している.
以上の成果は,抗酸化酵素であるSODlがゲノムDNAの安定性に果たす役割を明らかにするとともに,
活性酸素種 (ROS)や活性窒素種 (RNS)から細胞の構成成分を保護する機構の全体像を理解する上でも
重要な視点を提供するものである｡
よって,本論文は博士 (薬学)の学位論文として合格と認める｡
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